
　

　　　 

開催日 入場方法 主催者（問い合わせ先）

5/31(火) キョウノドウキ2016展 全館貸切 キョウノドウキ展実行委員

～５(日) 090(9334)9594　星

14(火)～ 第1･2展示室 JRP武蔵野･三鷹支部

19(日) 0422(48)0161　中村

21(火)～ 第2回 都立三鷹高校OGOB 美鷹展 第1･2展示室 三鷹高校美術の集い

26(日) mitakahighschoolart@gmail.com

28(火)～ むさしのユトリロ写生会展 第1･2展示室 むさしのユトリロ写生会

7/3(日) 0422(43)7288　片岡

12(火) 第1･2展示室 三鷹アートサークル･100号を描く会

～ 0422(44)1632　広瀬

17(日) 第3展示室 若葉フォトクラブ

03(3332)6457　生澤

26(火)～ 全館貸切 2016 staff 展準備委員会

31(日) 080(3279)2965　山梨

　
　　　 

開催日 入場方法 主催者（問い合わせ先）

10(金) 第４展示室 東京学生書道連盟

～12(日) 080(3638)3632　中野

25(土) 第２展示室 あきやま保育室　あきやまケアルーム

26(日) 0422(55)5141　溝江

７ 16(土)～ 第３展示室 西荻窪絵画教室

月 18(月祝) 　03(3399)6062　廣畑、吉本

・各催し物の詳細については、主催者までお問い合わせください。　

・　　         　印の催し物は、http://mitaka.jpn.org/ticket/user.php よりＨＰがご覧いただけます。　

第１４回　剛研会展（西荻窪絵画教室有志）
無　　料

観覧時間：10:00～18:00（最終日は17:00まで）

６
第六十二期書連展

無　　料
観覧時間：10:00～17:00（初日は12:00から、最終日は14:00まで）

月
０・１・２さいのぐるぐるてんてん展覧会

無　　料
観覧時間：10:00～18:00（初日は10:00から、最終日は16:00まで）

催　し　物　名  ・　観　覧　時　間

無　　料
観覧時間：13:00～20:00（ご入館は19:30まで）（最終日は17:00まで）

無　　料

７
観覧時間：10:00～18:00（初日は14:00から、最終日は16:00まで）

第38回 MAC展
無　　料

月
観覧時間：10:00～18:00（初日は13:00から、最終日は17:00まで）

第11回 若葉フォトクラブ写真展
無　　料

観覧時間：11:00～18:00（初日は13:00から、最終日は16:00まで）

2016 staff⑫展
無　　料

観覧時間：11:00～19:00（初日は13:00から、最終日は17:00まで）

催　し　物　名  ・　観　覧　時　間

６ 無　　料
観覧時間：10:30～19:30（初日は14:00から、最終日は16:30まで）

月
第32回 JRP武蔵野・三鷹支部写真展

無　　料
観覧時間：10:00～19:00（初日は13:00から、18(土)は18:00まで、最終日は17:00まで）

三鷹市美術ギャラリー展示室【催し物ご案内】
〒181-0013 三鷹市下連雀３－３５－１℡0422-79-0033

光のホール

三鷹市芸術文化センター美術展示室【催し物ご案内】
〒181-0012 三鷹市上連雀6-12-14  ℡0422-47-9100
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津島家寄託

太宰治資料展Ⅱ
－師、友 そして「饗応夫人」－

太宰治 《水仙》

昭和15年頃

主催：三鷹市、（公財）三鷹市スポーツと文化財団

協力：津島園子、津島香以、林忠彦作品研究室、（公財）日本近代文学館、佐賀大学美術館

問い合わせ先：三鷹市山本有三記念館 Tel:0422-42-6233

【会 場】三鷹市美術ギャラリー 第３展示室

【観覧時間】午前10時～午後6時

【休 館 日】6月13日（月）、20日（月）、27日（月）

観覧無料

昨年開催し好評を博した太宰治資料展。第二弾となる今

回は、昨年の未公開の資料を中心に展示し、太宰治の生誕

日であり三鷹市に全国から愛好者が集まる桜桃忌の時期に

あわせて開催します。

太宰の妻子が慈しんだ資料から、三鷹時代における太宰

の文学交流と、小説だけにとどまらぬ〈芸術〉に迫ります。

2 0 1 6年 6月 1 1日 〔 土 〕 ～ 7月 3日 〔 日 〕

過去図録紹介④➤➤➤

扇そのものに描かれた作品に限らず、扇面型という特定の形に描かれた作品も含め、江戸時代後期から

現代に至る扇面画（団扇画を含む）111点を紹介。出品作家：奥村土牛、歌川国貞、内田巌、木村荘八、

東郷青児、山村耕花ほか。（1999年開催） 三鷹市美術ギャラリーでお取扱いしております。

扇面といふかたち展 ― その風流と機知を求めて ―

HP

http://mitaka.jpn.org/ticket/gallery/
http://mitaka.jpn.org/gallery/project/senmen/
http://seigo-art.com


開催日
開演
終演 主催者(お問い合わせ)

５(日) 13:30 三鷹市吹奏楽団事務局

16:00 090(3593)6014  大野

11(土) 13:45 一般社団法人東京都三鷹市歯科医師会

15:30 三鷹市健康推進課　　0422(46)3254

19(日) 東京都大衆音楽祭 10:00 東京都大衆音楽協会

19:30 0422(44)3670　村上

25(土) 14:00 本をたのしもう会

16:00 090(2662)5218　高村

26(日) 14:30 みたか環境活動推進会議・三鷹市

 エコ？？の国のありす ほか環境標語表彰式 16:30 0422(45)1151　内線2525

２(土) 14:00

15:30                              070(6573)9230

31(日） Ｐｌａｉｓｉｒ　ｄｕ　ｂａｌｌｅｔ　第五回発表会 16:00 Ｐｌａｉｓｉｒ　ｄｕ　ｂａｌｌｅｔ

19:30 090(3802)5324　柘植

・各催し物の詳細については、主催者までお問い合わせください。

該当施設 ①三鷹市芸術文化センター  ②三鷹市美術ギャラリー  ③三鷹市公会堂  

④三鷹市山本有三記念館　⑤みたか井心亭　⑥太宰治文学サロン

１）この催し物案内は、２０１６年５月１９日（木）現在でとりまとめたものです。

２）催し物の内容、期間、時間、入場方法等は変更になる場合もございますので、あらかじめご了承ください。

３）催し物の詳細は、各主催者まで直接お問い合わせください。

４）関係者のみ入場の催し物や、リハーサル等は掲載しておりません。 http://mitaka.jpn.org 第229号　2016年６月１日発行

公益財団法人三鷹市スポーツと文化財団（旧公益財団法人三鷹市芸術文化振興財団）

７
第２回オーケストラによるコンサート

月 無　　　料

・　　     　  印の公演は、http://mitaka.jpn.org/ticket/user.php よりＨＰがご覧いただけます。　

◇休館日のご案内◇ 公益財団法人三鷹市スポーツと文化財団が管理する施設共通の休館日です。

ただし、山本有三記念館・美術ギャラリーには臨時休館日がありますので、ご注意ください。

無　　　料
一般社団法人発達障がいファミリーサポートMarble

本をたのしもう会第17回講演会　講師：高橋源一郎（作家） 全席自由

演題：文字のことば、政治のことば、そして・・・・・・ \1,000

エコミュージカルファンタジー
無　　　料

月
第50回 愛歯のつどい≪講演会≫ 無　　　料

『尾木ママ流　７つの人生力』　講演者：尾木直樹先生 （11:00より整理券配布）

無　　　料

催  し  物  名 入 場 方 法

６
三鷹市吹奏楽団第３５回定期演奏会 全席自由

\500

三鷹市公会堂 光のホール【催し物ご案内】
〒181-8555三鷹市野崎1-1-1 ℡0422-29-9868７月６月

2016年

HP

三鷹市美術ギャラリーからのお知らせ

●6/7（火）～10（金）、7/5（火）～6（水）

は臨時休館いたします。

太 宰 治 文 学 サ ロ ン 企 画 展 示 の ご 案 内

太宰と安吾

太宰治の全集創作
八雲書店から刊行された『太宰治全集』は、太宰自身が編纂に

携わり、生前に刊行が始まった唯一の全集です。しかし、配本が開

始された直後に太宰が急逝し、配本途中で未完となったことから

〈幻の全集〉ともいわれています。

2016年6月7日〔火〕～10月2日〔日〕

【開館時間】 10:00〜17:30 入館無料

【休 館 日】 月曜日(月曜日が休日の場合は開館し、休日を除く翌日・翌々日が休館)

【会 場】 太宰治文学サロン

〒181-0013 三鷹市下連雀3-16-14 グランジャルダン三鷹1F

【問い合わせ先】 Tel：0422-26-9150

本展では、貴重な八雲書

店版『太宰治全集』全巻を一

堂に展示します。太宰が生家

の鶴丸定紋を型押しするよう

要望したというこだわりの装幀

は必見です。

『太宰治全集』(八雲書店)

昭和23～24年 三鷹市立図書館蔵

2016年6月5日〔日〕まで開催

太宰治と共に無頼派の象徴的作家として人気を博する坂口安吾。太宰は他人を褒めることを

しない安吾に才能を認めさせた、随一の作家でもありました。

安吾は作品中で、太宰の死は情死でないこと、また、作家の評価はその生き様ではなく、残さ

れた作品が全てを物語るのだと訴えます。独特の安吾節で綴られた太宰への想いと、二人の交

流をお楽しみください。

HP

HP

HP

http://takasui.net/
http://www.mitaka-da.jp/aishi/aishi2016.html
http://marble-family.org/
http://mitaka.jpn.org/ticket/160216d/

